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今西文庫と今西錦司先生

わが図壬!･鯨には,今西文雄と呼ぶ本のコレクンヨンが

ある｡約2,800fTu･の本,370日汁の冊子,おびただしい数の
学術鮒誌および山の封は紬､ら成る｡元岐1'.i大学学良今西

grJ,司先生の蔵王T-である｡しかし学生諸君に.｢今西Glr',司っ
て経か知ってるか｣と開いても訓も知らないDそこでこ

の機会に私の知る今西ilf.司先生三を記 し,今蛸攻二価の紹介

とさせていただくことにしたい｡

今西先生は1902

年 (明治35年)京

都の西陣鼓の親元

｢ ･ .･ ■

(,｢味がわかるよ
うになるには三代

かかる.わしはそ

の三代 目をんや｣

とよく言っておら

rLた｡お酒が実に

お好きて1 煙草は

亡 くなる患前まで

吸っておられた,三拓から.京都軒匡】大学腿学部を単文

後,宰相.部の助手になり動物生態学をTT)l先｡かたわら了均
郷!栄三郎,桑原武夫といった人達と一指に現在の台湾,

樺太(サ- リン),朝鮮半島も含む全国の山々を祭ってお

られるO太平洋城串が始まる遁fiTiに,名著r生物の-ED界1
(L夏l壬㌣満了J(h記j=5 468,1ma)を発表されたczIRTlllへ行 く机

に送ti!!･のつもりで-ltTいたのだそうだO有名な ｢松み分け

至王r論｣7)くその骨柄である｡今では ｢政(台家が棲み分けて

いる｣なぞという放し､方までされるほどポピュラーな言

柴になっている｡

つい先日,今西先生の後継者である伊才沖h一郎先生か

ら終城在後の3,L話を聞く殿舎があった｡当時草生だった

伊/G先生が今西先生を訪ねていくと.机 も怜子もすべて

無 くなった研究室のコンクリ- 卜の床に:E.Tl:が一枚敷いて

あり.そこに今西先生が座っておられたそうだCこれが

都井岬の劉性.rTも,ll.A.rll崎LIJの軌 アフリカのゴリラ,テン
バンプ-へと紅く今西 ･伊谷研究チ-ムの誕生だったこ

とになる｡一頭一癖にすべて名前を刊け.血族捌係から

牲格まで明らかにしていく独創的な手法によって多くの

研究成果が生まれ いまも生まれつつある｡

当初のフィ-ル ドは宮崎県,鹿児).I:川とで.米持参で汀

林jEの施設を泊まり妨いたそうであるOその頃のことで

実に射ち茶昔議をな話を糊いたO伊谷先生はこのIfl.は二度と

は許さない,諾功､ないと言われるので私がここに壬iいて

おく.｢ある調査行でIJlを歩いていたらギボンが群生 して

いた｡今西先生がこれは今夜のおかずにいいからいっば
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い採っていけと買われ,これを夕食にさんざん食べた｡

ところがギポ -/と思ったのが実は7=I;Ai'T'.のバイケイ苛で,

二人とも強烈な吐き気に重きわれ.隷側から身を乗 りtlJ.し

て一晩中ゲ-ケ-や り,女子職月の方にお医者さんを呼

/.JでllJう戯ぎになったC判起きて庭を見ると紙が16羽死
んでいる｡二人の吐いたゲロをつついて,その]jJ1に当たっ

てタヒんてしまったのだC女子職月の方が,署長さんの大

部にしていた効 がこん7LJ:になってしまって,署長さんが

掘ってこられたら私はどうしようと.おいおい泣きだし

て止まらない｡気の蒔なのでなんとかせねばと思い今西

先生に靴告にいくと.r逃げよlとひとことや｣そして本
当に逃げIIJ.してしまったそうだC

その後の今西先生の学会での御清純は省略するが.山

については一言だけ述べておく｡1950年代に入ってネ

パールへの入rjlが可能になるや,アンfプルナをかわき

りにヒマラヤの8,000m峰が絞J'<と登られ始めたJj本は
ひとつも登っていないO先生は京都学士山岳会をひきい

てマナスルの調衣を行い,登柘を見つけ,これを口本山

岳会に･jほ 継いだ.これによって辛うじて日本はひとつ

の8.000m峰の初登頂記SP=Lを持つことになっているので

ある｡

さて.私が今西先生に始めてお会いしたのは岐阜大学

が先生を学良にお迎えLた三g.iF,1968年の1月であるo

牛彼6IrJj=頃学長宅-来いという呼び山Lを受けた3赴任

行ってみた｡矧培い部屋の大きな会議室FT]のテープルに

一升称が教本とl劫のみ茶碗が置いてあり.ll:Tf17にえらく
顎の長いJ｡じさんが座っていたolllll.戊の親分と変わりは

なかったO口本号f:lLJ界の大先達,日本における;,I:!技菜fi学

の創始者今西鎌司だったo｢奥美濃のLL事はええでえ｣と礁

んに言っておられた｡その頃の私は.奥美描きなんか-蘇

高い能那白ILrでさえ1.400111そこそこなのにいったいな

にが良いのかさっぱりわからなかった｡

ほどなくして.その輿芙7g至の山へ布こうというお誘い

を受けたO千ケ沢ILJと不動JJrである｡当時徳lJr村の門人

には徳山小学校の分校があり.そこにlElめていただいたD

私が7-Ylいた時には,教室の机と杓子を片1'Jけて酒盛 りの

Llliっ1'か11であったO先生はこの分校の先生の奥さんを#l
手に得芯-の才in談をやっておられ,｢これは性教育やって,
大子けなことなんや｣と威張っておられた｡翌T]の山行は

乾きの辿紙だった｡まず今西先生のIfも力である｡当時66

才の給付は お年だったが,吏廷'Ii'を踏みながらどんどん

言至っていかれる｡もちろ/L.この辺の両には迫なんかない

から,ときどきどちらに行こうか迷 うところがあるCト/

プの者が ｢右に行きましょうか.左に行きましょうか｣

とFjHくと,｢三吉蔽 ぐやあ｣とか答えられるのだが.その判
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断が実に的確なのであるBもっとも,これは今西先生に

お1;lき合いして何度か山に登るうちにわかってきたこと

だが,先生自身が判Wrに迷うようなときは,いつも ｢jll.
在ぐ行け｣と言っておられる｡

そこで出たのか海外速初:.の話であった｡いわく｢岐1'.i
大学の山岳部には45年の出火があるやけど-まだ一皮も
海外遠征はやっとらん｣.これは他烈な刺激だった｡早速,

当時日本人は経も入っていなかったアフガニスタンのワ

-ン渓谷に入り,アム ･ダリアにそそぐペギッシュ氷河

上部の6,000m級の未踏峰に丑る刑画をj;fって行った｡

｢これは実力に応じた良い計画やな,わしも一汁からワ-
ン渓谷には711日しとったんや｡よしこれでいこ｡わLの

できることは,なんでもやるで｣という御返Tr';だった.

J許通,私のできることならなんでもやるというと,何

i,やらないというのとほとんど同Bである｡今酉先生の

｢何でもやるで｣はまっt.;く追った.遠征のイロ-を手

取り足取り教えていただいた｡平林=7,--)(-教授を隊長とす

る遠御三隊が組織されたO
遠11E隊は1969年6月lZl旬に.llJ.党し,7JJ~IT旬ペ キ ン
シュゾムおよU'コ-イ･ファルサンド2睦の初茸rLtに成

功した(図壬紺JEPl(L記JF.3 和111r子ユ.48&49)o支援してくだ
さった岐阜大学の多くの方々の声援の脂であった.今西

先生はことのほか前んでくだきり.絶大な祝'i'1会を開い
てくださったものである｡

その後今西先生のIllイ了には機会あるごとに御一緒させ

ていただいたOあるときは民楢でILI-A:をつまみに,ある

ときは雪のr11でたき火を臥んで座 り込み,桝をrTJjみ交わ

しつつ.深更に要るのか71r1,であった.

それにLても先生は]=iLt淡はうまかったが.恥如ま尖に
下手だった｡三度ほど誹7㍍をFjりいたがその評振りたるや
さっぱりインパクトがない｡そのときの,淋ikがそのまま

活字になって雑誌に載ると尖に迫jJのある内容なのだか

ら,やっぱり話し方が下手で,聴き手に対するサービス

‡榊かカで皆無なのである｡現在のキャンパスへの統合峠に

｢統合の理念｣という文;!‡をJT･かれた｡PJ!慾を求めてや

まない若さ溢れる紫晴しい文辞である｡もしこの調子で
各学部の教授会などでiiL(説されたならば.統合はもっと

スムースに進んだに違いない｡

岐阜大学の学長を退かれてからは,悠々1]適の生Tlf].に
入られた｡山-登られる堺皮は舐々激しくなり,一年に

50康一70度は登っておられた｡文化功労新に選ばれたり,

文化側Sj:を受11されたのもその頃である｡ しかし進化論

完成-の忠欲はいささかも変えておられなかった｡私が
1977年から2年問イギリスのマンチェスター大学に行 く
ことになりそれを報告に布 くと,｢ロン ドンの古本屋を
回ってやな,ダーウィンの r純の起弘り の初版本を探し

て送ってくれや｣と依排された.そこでロンドンに出る

たびに古本屋を探してはりriJいて【亘lった｡ 去Jうあきらめか

けたとき,ある教会で物故薪の蔵TlFのIH二枚の起線を見

つけた｡しかし.残念ながらこれもまた1967年に再版さ
れたものだった｡がっかりしながらも河版にあたっての

仔文を;i)lcんでみると,これはなんとダーウィンの進化論
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に対する強烈な批'ruJである｡きっそくrlい求めて今西先

生にお送りした.小さい文等二には随分Fjnljされたらしい

が.丁度執筆IElだったr主体性の進化論](図黙 Hf求記号
4675,1ma)にこのW R.Thompsonの序文の概要が13

ページにわたって(pp73-86)引FFほ れているOダーウィ
ンの進化論に一人だけで邦を耶えて平気だった今西先生

ではあったが,別な根拠からではあっても疑問を投げか

けている^がいたことを知ってやはり的-1-しかったのでは

あるまいか｡ダーウィンの進化論に,｢ かくして仮説の
上に仮説を韮ねたはかない椛ができあがったo｣と言って

はばからないこの件文を.｢なんというさびしく,またお
そろしい邪説であるだろう｣と評しておられる｡

ちなみに,私の軍畑平する限りでは.ダ-ウィンの進化

論と今西進化論の追いは次の.LIT,にあるOタ-ウィンの考

えかたの並木は,生物にはある4''(I_率で突然変災が現われ.
このうちJ良もliblJl先に過した仙休が生き残るという突然変
熊一過;rl生IIli:(11然淘汰)の原珂iにあるDこれに対 し今
蛸進化論では生物はそ/i,な耕りない突然変ダ引こ頗ってい

ては生き残れないと鋭く｡-1些のサケは何万個 という卯

を生むが.そのうち数蛙しか生き残rしない.どの卵が生

き残っても唖が保たれるようでなければならないはず

だD環境の激変があって桃が変化しなければならない時

は,その鮎が全休 として変化していくのだというところ

が.LtJ.発[.I,-になっている｡私にはこの今西進化論のほうが

余程説御力があるように,lEl.われるのだがどうだろうO

この本を1ll･後に先生は執預をやめられた.眼がほとん

ど見えなくなったためである｡それでも.｢これはわしの

触角なんや｣と71Aって,細い枝を枚にして山を歩かれた｡

奴'3'のぶんげんLLlにぞ至ったときにはJl'i上で大いに飲み,
歌い,そのため姑後の;1'[のla糾TlI7を下るころには揚が
とっぷりとくれてしまった｡二のときにも,｢わしには関
係ないCどうせ下 りは兄えへん｣と大笑いしておられたO

そのうち腰と膿が曲がりにくくなり.Ll_r靴の紐がRl.=べな

くなった.その帆 ノ仏のオース トラリアの友人も一緒に

飛騨の山にもt)I.Lたことがあった｡その友人が今西先生

の歩くのをJAていて,あの老人の気迫は竣いね,いった

い何者なんだと州いてきたのを想い山す｡
(ふじい ひろし 工学部教授)

(侃-&域所 3倍特別E期覧呈)
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